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Radiosensitizing effect of carboplatin and paclitaxel to carbon-ion beam irradiation in the non-small cell lung 





































 - 2 - 
線4Gy単独とカルボプラチンまたはパクリタキセル併用時でsenescence関連タンパクのp53とp21
の発現量を比較すると薬剤併用時で増加していた。 
【考察】本研究において、カルボプラチンとパクリタキセルは炭素線照射と併用する事により
apoptosisやsenescenceの増加を伴い、その効果を増強する事が示唆された。炭素線はX線と比べ
て物理的な特徴として高い線量集中性がある。このことから増感作用を持つ薬剤併用時において
炭素線では周囲臓器への放射線障害を低く抑え、腫瘍のみにより強い局所効果を期待できる。今
後は複数の細胞株を用いて増感作用の更なるメカニズムの解析を進める必要があるが、本研究は
非小細胞肺癌に対して炭素線と抗癌剤の併用療法の臨床応用に向けた初期研究として意義がある
と考えられる。 
 
